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提供機関：北陸大学

科
目
名 

会計学入門 授業形態 開講期間 9月30日 ～ 1月27日 

英文科目名 Introduction to Accounting ①対面授業 

②オンライン授業 

③対面・オンライン併用

復習用ビデオの録画・配信

 

 

◯

－

開講時間 木曜日 第3講時 17：30 ～ 19：00 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 五百竹 宏明 開講場所 
石川四高記念文化交流館 

2階 多目的利用室4 

単位数 2単位 

定員数 20名 

特別聴講学生等定員  

科目等履修生定員  

シティカレッジ聴講生定員  

定員超過時の選考方法等 受付順 

成績評価の 

方   法 

・授業内に行う演習問題（10分程度×6

回）：60％ 

・レポート（最終授業時に提出）：40％

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生

(社会人で単位を必要としない者)

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用
募集期間：  

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

        10,000円 

科
目
の
内
容 

 会計の初学者を対象とした入門レベルの授業です。授業は下記のような構成で進める予定です。 

  Ⅰ．会計の歴史（簿記・会計はどこからやってきたのか）を理解する 

  Ⅱ．簿記の基本的なしくみを理解する 

  Ⅲ．財務会計と管理会計の概要を理解する 

  Ⅳ．経済社会における会計情報の役割・機能を理解する 

  Ⅴ．組織の意思決定と会計情報について理解する 

その他特記事項 

 

授業担当教員紹介 URL https://www.hokuriku-u.ac.jp/about/teacher/h-iotake.html 

ホームページ・メールアドレス等 E－mail h-iotake@hokuriku-u.ac.jp 

 

提供機関：北陸学院大学

科
目
名 

幼児教育の世界 授業形態 開講期間 9月30日 ～ 1月27日 

英文科目名 The world of early childhood education ①対面授業 

②オンライン授業 

③対面・オンライン併用

復習用ビデオの録画・配信

◯

 

 

－

開講時間 木曜日 第4講時 19：10 ～ 20：40 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 向出 圭吾 開講場所 
石川県政記念しいのき迎賓館 

3階 セミナールーム A 

単位数 2単位 

定員数 20名 

特別聴講学生等定員  

科目等履修生定員  

シティカレッジ聴講生定員  

定員超過時の選考方法等 先着順 

成績評価の 

方   法 

・授業参加態度，取り組みの姿勢等 

・毎回のミニレポート 

・製作する手作りおもちゃでの実践 

・最終の発表と最終レポート 

これらを総合的に評価して成績を付けま

す。 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生

(社会人で単位を必要としない者)

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用
募集期間：  

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

        10,000円 

科
目
の
内
容 

 これまでの幼稚園，保育園が一元化され，現在は国の方針として認定こども園に移行している時期です。しかし働く保護者のために

子どもを預かることが優先される保育であってはなりません。そこにはフレーベルが提唱してきた幼児教育の考え方が生かされなけれ

ばならないと考えます。ではその幼児教育とはどのようなものでしょうか。遊びを通して行われる教育とは，環境を通して行われる教

育とは，皆さんとともに講義と演習を通して考えていきたいと思います。 

・幼児教育の基本的な考え方，環境を通しての教育について考えます。 

・領域の考え方，生きる力の基礎を培うために幼児期に育みたい資質，能力，幼児期の終わりまでに育ってほしい姿について学びます。

・子どもにとっての身近な環境について話し合い，それが育ちにどのような影響を与えているのかについて考えます。 

・身近なモノに興味をもって関わり，考えたり，試したり，工夫したりして遊ぶことの意味を考えます。 

・実際に身近なモノに関わって遊ぶ実践をします。 

・遊びの中に学びがあることを考えるとともに，今の子どもたちが将来を生き抜くためにしなければいけないことについて話し合いま

す。 

・幼児教育の今日的課題を考え，これからの保育についての自分なりの意見を発表し，レポートにまとめます。 

その他特記事項 

・演習でハサミ，ノリ，セ

ロテープ，マジック等が

必要な場合があります。

・就学前の幼児期の記憶を

思い起して授業に臨ん

でください。 

授業担当教員紹介 URL https://www.hokurikugakuin.ac.jp/univ/intro-teacher/mukaide-keigo.php/ 

ホームページ・メールアドレス等 E－mail mukaide@hokurikugakuin.ac.jp 

木 
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